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【背景・目的】

公共牧場を含む、本県の草地は異常気象による夏期の高温により、既存オーチャード

グラス草地は夏枯れを起こし、自生ライグラス類が侵入している。夏以降は自生ライ

グラス類が衰退し、夏雑草が繁茂し、牧草栄養収量が減少するという問題がある。本

研究では高温耐性のあるイタリアンライグラス型フェストロリウム「なつひかり」の

開発と簡易更新方法である不耕起播種機を活用した草地メンテナンス技術の開発に向

けた試験を農研機構等と連携して行った。

【材料および方法】

課題１ 地域適応性評価

一区６㎡（1.5×４m）とした４反復乱塊法で行った。播種量は 3.0 ㎏/10a（発芽率で

各品種・系統を補正した）とし、アキアオバ３ 那系１号 那系 36 号 「なつひか

り」の４品種を令和４年９月 22 日に播種した。

課題２ 草地メンテナンス技術の開発

一区を 32 ㎡（４×８m）とし、「なつひかり」の追播の有無で各４反復、合計８区で試

験を行った。「なつひかり」は 3.0 ㎏/10a を令和５年 10 月 12 日に不耕起播種機で既存

の牧野に追播した。

課題３ 実規模レベルの実証試験

「なつひかり」を試験区 1.6ha に 3.0 ㎏/10a の播種量で令和６年 10 月 10 日に不耕起

播種機で既存の牧野に追播した。追播無区として対照区を 0.6ha 設置した。

【結果及び考察】

課題１で比較品種に比べ、「なつひかり」の乾物収量（㎏/10a）が高いことが示され

た。また、最終刈取後の被度において、令和５年度は 68％であるのに対し、令和６年

度では 63％とほぼ値が変わらないことが示された。課題２において令和６年９月 12 日

の調査で「なつひかり」71％、自生ライグラス類 36％の残存株が存在した。課題３で

は１番草で「なつひかり」を含む自生ライグラス類の乾物収量は試験区で対照区より

高い結果となり、２番草でイネ科雑草が試験区で対照区より低い値となった。また、

試験区の１番草、２番草で全体収量に占める牧草割合は 95％を超えた。さらに、試験

区の追播作業には約 2.1 時間を要したものの、10a 当たりの牧草価格を TDN 割合で算出

した結果、試験区では対照区より 2,607 円高い値となった。

本研究により「なつひかり」が高温耐性および収量性に優れた品種であることがわか

った。また、不耕起播種機による草地の簡易更新は牧草割合を増加し、飼料としての

品質も向上させる。今後は本研究成果をまとめ、普及マニュアルを作成することで本

県の自給飼料生産向上に寄与する。本研究は生研支援センター「イノベーション創出

強化研究推進事業」（JPJ007097）の支援を受けて行った。


